
（別紙３）

～ 2025年10月31日

（対象者数） 38 （回答者数） 33

～ 2025年10月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・月間の目標や個別支援計画に沿った支援になっているか等
について、定期的に職員間で支援内容等を共有し、必要であ
れば見直しを行っていく。

2

・関係機関との繋がりが深まるよう、定期的に訪問したり電
話連絡をする等していく。

3

・療育後の振り返りの時間だけでなく、希望があれば事業所
内相談の時間を個別に設け、実施していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スクール内に地域の放課後等デイサービスの一覧や、それ
ぞれの事業所内容の資料をファイルに綴じ、いつでも情報を
閲覧できるようにしている。都度、放課後等デイサービスに
ついての相談にも応じているが、それらについての情報収集
は不十分だと感じている。

2

3

・お子さま１人１人の興味や発達段階に合わせたプログラムを
設定し、提供している。

・楽しみながらプログラムに取り組めるよう、お子さまの好き
なものや興味のあるものを取り入れる等の工夫をしている。
・様々な経験や資格を持った職員が、それぞれの視点でお子さ
まの発達段階を見極め、皆で情報を共有しながらプログラムを
考えている。

○事業所名 アートチャイルドケアSEDスクール箕面

○保護者評価実施期間 2025年10月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年10月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年12月19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・お子さまの様々な場面での様子を把握し、支援へと繋げてい
くため、お子さまが通われている幼稚園や保育所、他事業所等
との連携を積極的に実施している。

・関係機関連携や事業所内相談を気軽に希望していただけるよ
う、毎回保護者さまにお渡ししているプログラム下部に、
チェック欄を設けている。

・毎回療育提供後には、保護者さまとの振り返りの時間を設
け、療育内容について丁寧に説明をしたり、悩みや困り事をお
聞きしたりする等の支援を行っている。

・お子さま１人１人の個性に合わせ、生活場面での対応等を一
緒に考えたり、アドバイスしたりしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・放課後等デイサービスを併設していないため、就学後の引き
継ぎやフォローが難しい。

・現在、地域では児童発達支援のニーズが高いこともあり、児
童発達支援に特化した運営のみとなっている。

事業所における自己評価総括表公表


